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	応用
	抗原情報
	背景
	PAKタンパク質は、RhoGTPaseを細胞骨格の再構築および核シグナル伝達に結び付ける重要なエフェクターです。PAKタンパク質はセリン/スレオニンp21活性化キナーゼファミリーであり、PAK1、PAK2、PAK3、およびPAK4が含まれます。
	研究分野
	神経科学
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	ラムダホスファターゼ処理した HeLa 溶解物中の Phospho-PAK1/2/3 を Phospho-PAK1/2/3 (Ser144/Ser141/Ser154) 抗体を使用してウエスタンブロット分析しました。
	

	リン酸化PAK1/2/3（S144+S141+S139）抗体を使用したパラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

